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は じ め に
平 成 2 7 ( 2 0 1 5 ) 年 小 規 模 多 機 能 施 設 の 建 設 時 よ り 運 営 推 進 会 議 の 委 員 へ の 要 請 が N P O 法 人 「 ふ う し や 」
よ り あ り ， 以 来 ， 獅 子 島 の 地 域 福 祉 推 進 に 関 わ っ て き た 。 小 規 模 多 機 能 施 設 は ， 利 用 す る 人 が 可 能 な 限 り
地 域 で の 自 立 し た 日 常 生 活 を 送 る こ と が で き る よ う ， 自 己 の 選 択 に 応 じ て 「 通 い 」 と 「 泊 ま り 」 と 「 訪 問 」
を 組 み あ わ せ た 施 設 で あ り ， 利 用 の 頻 度 も 求 め に 応 じ て 柔 軟 に サ ー ビ ス 提 供 が で き る 仕 組 み を も ち ， 小 規
模 な 離 島 の よ う な 場 所 で は ， 特 に 運 営 し や す い サ ー ビ ス の よ う に み え る 。 運 営 推 進 会 議 は 2 ケ 月 に 一 度 地
域 住 民 を 交 え て 小 規 模 多 機 能 の 運 営 に つ い て 話 し 合 う ， 地 域 密 着 な 組 織 で あ る 。
N P O 側 と は ， 利 用 者 と の 関 係 地 域 住 民 と の 関 係 ， 処 遇 レ ベ ル の 向 上 等 さ ま ざ ま な 施 設 運 営 の 視 点 で
の 話 し 合 い を 行 い ， 平 成 2 9 ( 2 0 1 7 ) 年 に は 住 民 全 体 に 対 す る 地 域 包 括 ケ ア の 構 築 に 向 け た ア ン ケ ー ト 調 査
と 民 生 委 員 と 老 人 会 会 長 に 対 す る イ ン タ ビ ュ ー 等 も 行 っ た 。 そ の 後 中 間 報 告 を 各 世 帯 に 配 布 し ， 3 0 年 3 月
に は ， 最 終 報 告 会 を 計 画 し て い た 。 し か し こ の 3 月 に ， 獅 子 島 に お け る 地 域 包 括 ケ ア の 中 核 を 担 っ て き た
小 規 模 多 機 能 事 業 が 廃 止 と な っ た 。
本 稿 で は ， 獅 子 島 で の 活 動 の 一 連 の 経 過 ， 住 民 調 査 の 内 容 ， こ れ か ら の 課 題 等 に つ い て 報 告 を 行 う も の
で あ る 。 し か し ま だ ， 獅 子 島 で の 地 域 福 祉 推 進 活 動 は 道 半 ば の と こ ろ で あ る 。 と い う よ り は 小 規 模 多 機 能
施 設 の 閉 鎖 に よ っ て 危 機 的 な 状 況 に な っ て い る と 言 え る の か も し れ な い 。
1 獅 子 島 の 概 要
鹿 児 島 県 長 島 町 獅 子 島 は ， 鹿 児 島 県 の 有 人 離 島 で は 最 北 に 位 置 し ， ま た 県 の 最 北 端 で も あ る 。 天 草 市 や
水 俣 市 と も 近 い が ， 行 政 区 と し て は 鹿 児 島 県 長 島 町 に 属 し て い る 。 就 業 者 数 に お い て は ， 第 1 次 産 業 そ の
な か で も ， 水 産 業 が 大 き な 割 合 を 占 め て い る 。 鹿 児 島 県 離 島 振 興 計 画 （ 平 成 2 5 年 ～ 3 4 年 ） に よ れ ば ， 人 口
は 7 5 7 名 （ 平 成 2 2 年 ) ， 高 齢 化 率 は 3 7 . 5 ％ と 言 わ れ る が （ 鹿 児 島 県 :1 1 ) ,こ れ は 長 島 町 の 高 齢 化 率 で あ り ，
獅 子 島 で は 4 1 % 程 度 と 言 わ れ て い る 。（ 島 内 の 民 生 委 員 か ら の 情 報 ) 。
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図 1 獅 子 島 の 高 齢 化 率 （ ｢ 鹿 児 島 県 離 島 振 興 計 画 」 に よ る （ 鹿 児 島 県 ： 1 1 ) ）
産 業 分 類 就 業 者 数 で は ． 第 1 次 産 業 が 最 も 多 く ． そ の な か で も 水 産 業 が 大 き な 割 合 を 占 め て い る 。
表 1 産 業 分 類 別 就 業 者 数
( 単 位 ； 人 ％ ）
区 分
就 業 者 数
2 7 8
7 5
0
2 0 3
3 5
9 3
1
4 0 7
構 成 比
6 8 ． 3
1 8 . 4
0 ． 0
4 9 9
8 ． 6
2 2 ． 9
0 ． 2
1 0 0 . 0
第 1 次 産 業
う ち 農 業
う ち 林 業
う ち 水 産 業
第 2 次 産 業
第 3 次 産 業
分 類 不 能
合
計
※ 平 成 2 2 年 lR 1 勢 調 杏
長 島 町 離 島 振 興 計 画 に よ る と ． 獅 子 島 は 農 林 水 産 業 や 特 色 あ る 特 産 品 等 の ほ か 多 く の 観 光 資 源 に も 恵
ま れ て い る が ． 産 業 の 集 積 が 弱 く 、 雇 用 機 会 の 確 保 が 十 分 で は な い 。 若 者 の 島 外 流 出 が 続 く な ど ． 厳 し い
雇 用 情 勢 に あ る た め ． 地 域 の 特 性 を 生 か し た 新 規 雇 用 の 創 出 が 求 め ら れ て い る と と も に 高 齢 者 や 女 性 等
の 高 い 就 業 意 欲 や 多 様 化 す る 就 労 ニ ー ズ に 応 じ た 雇 用 環 境 の 整 備 及 び 雇 用 機 会 の 確 保 を 促 進 す る 必 要 が あ
る と さ れ て い る 。 （ 鹿 児 島 県 ‘ 1 4 - 1 5 ）
（ 交 通 ）
長 島 町 及 び 他 の 自 治 体 へ の 交 通 は ． 3 つ の 航 路 が 利 用 さ れ て い る 長 島 本 島 に 加 え ． 熊 本 県 の 天 草 ・ 水
俣 地 域 と も 定 期 航 路 が あ る 。 交 通 の 便 は 比 較 的 恵 ま れ て い る が ． 島 内 人 口 の 減 少 に よ り 利 用 者 が 減 少 し て
お り ． 航 路 事 業 の 欠 損 に 対 し て ． 県 単 独 又 は 関 係 市 l l l l . に よ る 補 助 が 行 わ れ て い る 航 路 も あ る 。（ 鹿 児 島 県 ；
1 2 ） 長 島 （ 諸 浦 ） ～ 獅 子 島 （ 片 側 ） 間 の フ ェ リ ー は 1 日 5 便 （ 乗 船 時 間 は 2 2 分 ） で あ る 。
（ 医 療 ・ 保 健 ・ 福 祉 ）
獅 子 島 に は へ き 地 診 療 所 が 整 備 さ れ ． 長 島 本 島 に あ る 町 国 保 膳 巣 診 療 所 か ら 週 2 回 、 医 師 派 遣 が 行 わ
れ て い る 。 ま た 地 域 住 民 は 鹿 児 島 県 本 土 の 医 療 機 関 や 熊 本 県 （ 水 俣 市 天 草 市 ） の 医 療 機 関 も 多 く 利 用 し
て い る 。
健 康 管 理 体 制 に つ い て は 町 に 5 人 の 保 健 師 が 常 勤 し て お り 健 康 相 談 や 健 康 づ く り 事 業 ． 保 健 所 に よ
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る 訪 問 指 導 等 を 行 っ て い る 。 ま た ． 各 種 健 診 等 は 医 師 保 健 師 が 島 内 の 集 会 場 を 使 っ て 実 施 さ れ て い る 。
本 地 域 の 6 5 歳 以 上 の 要 支 援 ・ 要 介 護 認 定 者 は ． 平 成 2 4 年 4 月 現 在 で 5 3 人 要 介 護 認 定 率 は 1 7 3 ％ （ 県 平
均 2 0 . 3 ％ ） と な っ て い る 。 こ れ ま で 介 護 サ ー ビ ス 事 業 所 は な か っ た が 島 外 の 事 業 者 に よ る 訪 問 介 護 サ ー ビ
ス が 提 供 さ れ て い た 。 （ 鹿 児 島 県 : 1 6 - 1 7 )
図 2 獅 子 島 の 位 置
2 N P O 法 人 に よ る 獅 子 島 で の 在 宅 ケ ア サ ー ビ ス
（ 1 ） 施 設 建 設 の 直 接 的 契 機
こ れ ま で 獅 子 島 に は 福 祉 施 設 が な く ， 島 外 か ら の 在 宅 サ ー ビ ス の 利 用 の み で あ っ た が ． 長 島 町 は 鹿 児
島 県 が 実 施 し た 「 特 定 離 島 サ ー ビ ス 確 保 対 策 事 業 」 に お け る 調 査 結 果 か ら の ． 獅 子 島 に は 「 小 規 模 多 機 能
居 宅 介 護 」 が 地 域 の 実 情 に あ っ た サ ー ビ ス で あ る と の 認 識 を 受 け て ． 介 護 保 険 事 業 に つ い て ， 具 体 的 な 需
要 の 程 度 を 知 る た め ． 平 成 2 5 ( 2 0 1 3 ) 年 に 「 介 護 保 険 サ ー ビ ス 利 用 意 向 調 査 」 を 行 っ て い る 。 こ の 調 査 の
対 象 者 は 4 0 歳 以 上 の 住 民 2 6 8 世 帯 （ 世 帯 主 ） で あ り ．回 収 数 2 2 9 世 帯 回 収 率 （ 8 5 . 4 ％ ）と な っ て い る 。 こ
の 調 査 の 中 で ， 「 獅 子 島 に 小 規 模 多 機 能 型 事 業 所 が で き た 場 合 ， 訪 問 介 護 （ ホ ー ム ヘ ル プ ) 通 所 介 護 （ デ
イ サ ー ビ ス ) 短 期 入 所 （ 泊 ま り ） を 利 用 し た い （ さ せ た い ） と 思 い ま す か ｡ 」 と 問 い ． 「 利 用 し た い （ さ
せ た い ) ｣ 1 1 6 世 帯 ( 5 4 7 % ) 、「 利 用 し な い （ さ せ た く な い ) ｣ 1 6 世 帯 ( 7 5 % ). 「 わ か ら な い 」 8 0 世 帯 ( 3 7 7 % )
の 回 答 を 得 て い る 。 た だ 利 用 が ． 訪 問 介 護 か ． 通 所 か ． 短 期 入 所 か は わ か ら な い 。 （ 長 島 町 保 健 衛 生 課 介
護 保 険 係 平 成 2 5 年 調 査 資 料 ）
こ の 結 果 を も と に 長 島 町 は ． 一 定 の 需 要 が あ る と 見 込 み 小 規 模 多 機 能 施 設 の 建 設 に 向 け て 事 業 所 の 募
集 を 行 い . N P O 法 人 ふ う し ゃ に よ っ て 事 業 が は じ ま っ た 。
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図 3 小 規 模 多 機 能 施 設 す い せ ん
( 2 ) N P O 法 人 ふ う し ゃ の 活 動
特 定 非 営 利 法 人 「 ふ う し や 」 は ． 平 成 2 4 ( 2 0 1 2 ) 年 9 月 に ① 高 齢 者 や 障 害 者 （ 児 ） 等 の 在 宅 支 援 事 業
② 成 年 後 見 制 度 に よ る 支 援 事 業 ③ 介 護 保 険 法 に よ る 各 種 事 業 等 を 行 う こ と を 目 的 に 設 立 さ れ た 。 平 成 2 5
( 2 0 1 3 ） 年 行 政 委 託 に よ る 地 域 支 え 合 い 体 制 づ く り 事 業 」 の 一 環 と し て 、「 ふ れ あ い い き い き サ ロ ン 」 を 1 7
地 区 で 行 っ て い る が ‘ 平 成 2 7 （ 2 0 1 5 ） 年 6 月 よ り 小 規 模 多 機 能 施 設 す い せ ん を 開 設 し た 。
こ の ほ か 環 境 省 が 所 管 す る 獅 子 デ イ サ ー ビ ス （ 後 の 「 離 島 等 医 療 ・ 福 祉 推 進 事 業 ｣ ） も 運 営 し て い た 。
( 3 ) N P O 法 人 に よ る ふ れ あ い サ ロ ン 事 業 の 展 開 と 終 了
「 ふ れ あ い サ ロ ン 」 は ‘ 住 民 参 加 型 の 地 域 活 動 で ． 鹿 児 島 に お い て は 特 に 高 齢 者 サ ロ ン が 多 く 高 齢 者
の 孤 立 防 止 交 流 促 進 介 護 予 防 を 目 的 に 展 開 さ れ て お り 通 常 は 社 会 福 祉 協 議 会 や 民 生 委 員 が 支 援 し て
い る 活 動 で あ る 。 し か し 長 島 町 に お い て は . N P O 法 人 ふ う し ゃ に よ っ て 支 援 が 行 わ れ て い る も の も 多
か っ た 。 こ れ は 平 成 2 5 （ 2 0 1 3 ） 年 度 よ り 行 政 の 「 地 域 支 え あ い 体 制 づ く り 事 業 」 に よ っ て 行 っ て い る も の
で , N P O が 展 開 し て い る 事 業 は ， 獅 子 島 を 含 む 1 7 地 区 で 行 わ れ て い た 。 そ の 他 長 島 町 社 会 福 祉 協 議 会 が
3 カ 所 で 実 施 し て い る 事 業 が あ る よ う で あ っ た 。
平 成 2 7 ( 2 0 1 5 ) 年 N P O ふ う し ゃ の 行 っ た サ ロ ン 調 査 を 獅 子 島 と そ れ 以 外 で 区 分 す る と 以 下 の よ う な 調
査 結 果 が 見 ら れ た 。 サ ロ ン に は 男 性 が 参 加 し な い と よ く 言 わ れ る が ， 獅 子 島 の 男 性 参 加 は 多 い 。 ま た 家 族
形 態 で は ． 一 人 暮 ら し の 方 が ゼ ロ で あ っ た （ 獅 子 島 以 外 の 地 域 で は 3 8 . 7 ％ ) 。
表 2 地 域 と 性 別 の ク ロ ス 表
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図 4 片 側 地 区 で 行 わ れ た ふ れ あ い サ ロ ン ー は じ め に 職 員 が バ イ タ ル チ ェ ッ ク を 行 っ て い る 。 平 成 2 7 ( 2 0 1 5 ) 年
た だ し ， こ の 事 業 は 平 成 3 0 年 に は ， 取 り や め に な っ て い る 。 「 ふ う し や 」 は 事 業 継 続 を 求 め て い た が ．
こ の 事 業 は ． 事 業 立 ち 上 げ を 促 進 す る た め の も の で あ り ． 最 終 的 に は 住 民 の 自 主 的 な 活 動 と し て 展 開 す る 。
そ の 場 合 は 社 協 が 仲 介 と な る と さ れ た 。
長 島 町 社 会 福 祉 協 議 会 に 問 い 合 わ せ た と こ ろ ． 「 サ ロ ン 研 修 会 な ど の 機 会 に ． 上 記 の こ と を 行 政 と 社 協
か ら お 伝 え し ． ご 理 解 を い た だ き 活 動 し て 頂 い て い ま す 。 現 在 私 共 は ． サ ロ ン 立 上 げ ～ 活 動 が 軌 道 に の
る ま で は で き る だ け 訪 問 し ， 徐 々 に 住 民 の 方 々 主 体 で 活 動 に 取 組 ん で い た だ き 自 主 運 営 で き る 形 に も っ
て い く よ う に し て い ま す 。 そ し て ． 支 援 者 か ら の 要 望 が あ っ た 場 合 は レ ク リ エ ー シ ョ ン 等 を 用 意 し て 支 援
に 伺 っ て い ま す 」 と の こ と で あ っ た 。 そ の こ と は 獅 子 島 の 住 民 （ 議 員 公 民 館 長 老 人 ク ラ ブ 会 長 ） か ら
も 相 談 を 受 け 説 明 を 行 い " 獅 子 烏 側 か ら 「 い つ も 支 援 に 来 て も ら え る の が 条 件 」 と の 返 事 が き た よ う で ．
3 カ 所 で 行 わ れ て い た サ ロ ン 活 動 の 再 開 に 至 っ て い な い と い う こ と の よ う で あ る 。
（ 4 ） 獅 子 島 の 特 殊 事 情 一 離 島 等 医 療 ・ 福 祉 推 進 事 業
獅 子 島 の 医 療 ・ 福 祉 を 推 進 す る に あ た っ て 考 盧 す べ き 事 項 が あ っ た 。 長 島 町 保 健 衛 生 課 介 護 保 険 係 が 作
成 し た 意 向 調 査 結 果 の 分 析 で は ． 次 の よ う な 文 章 が 見 ら れ る 。
調 査 結 果 か ら 県 の 報 告 で も あ っ た よ う に 「 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 」 と 「 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 」
は 獅 子 島 地 区 に も 受 け 入 れ ら れ そ う で あ る が 離 島 等 医 療 事 業 の デ イ サ ー ビ ス と マ ッ サ ー ジ 機 器 利 用
( リ ハ ビ リ ） と の 関 連 も あ り ． 保 健 手 帳 保 持 者 と 介 護 認 定 者 と の 利 用 料 の バ ラ ン ス ． サ ー ビ ス 内 容 な
ど ． 介 護 保 険 事 業 と の 関 連 を ど の よ う に す べ き か 今 後 の 課 題 で あ る 。
そ れ ぞ れ の 利 用 者 は ． 保 健 手 帳 保 持 者 は 頭 打 ち で あ り 増 え る 見 込 み は な い が ． 高 齢 化 に よ る 身 体 の
衰 え ， 認 知 症 発 症 者 な ど 増 え た 場 合 ． 介 護 保 険 に 頼 ら な け れ ば な ら な い こ と が 予 想 さ れ る た め 認 定
者 は 増 え て い く の で は な い か と 予 想 さ れ る 。 ま た 獅 子 島 地 区 の 方 は ． 診 療 時 整 形 外 科 の 受 診 が 多
く ． リ ハ ビ リ は 必 要 と 思 わ れ る 。 離 島 等 医 療 で は ． リ ハ ビ リ に も 限 度 が あ り ． 作 業 療 法 士 （ 理 学 療 法
士 ） に よ る 専 門 的 な 治 療 が 必 要 と 感 じ る 。
ま た ． デ イ サ ー ビ ス 利 用 者 が 比 較 的 少 な い こ と を 考 慮 す る と ． そ れ ぞ れ の 地 区 に あ る リ ハ ビ リ 施 設
が 通 い 易 い よ う で あ る の で ． そ の 場 所 を 介 護 予 防 の サ ロ ン 的 な 場 所 と し て 利 用 す る こ と も 考 え ら れ
る の で は な い か と 思 う 。
こ れ ら を 踏 ま え る と ． 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 で デ イ サ ー ビ ス ． 訪 問 介 誰 入 浴 サ ー ビ ス
短 期 入 所 な ど サ ー ビ ス を 提 供 し 、 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン と の 連 携 で リ ハ ビ リ を 強 化 離 島 等 医 療 に つ
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い て は ， 介 護 予 防 の サ ロ ン 的 な 事 業 と し て 展 開 す る こ と が 理 想 と 思 わ れ る 。 た だ ， そ れ ぞ れ の 制 度 の
違 い が あ る た め 難 し い 面 も 多 々 あ る 。 施 設 に つ い て は ， 「 入 所 し た い （ さ せ た い ) 」 が 全 体 で 2 9 ％ で あ
る が 6 1 件 あ り ， 需 要 が な い と も い え な い こ と も あ り ， 今 後 の 協 議 課 題 と な る 。 （ 前 掲 介 護 保 険 係 資 料 ）
医 療 と 福 祉 の 関 係 で は ， 獅 子 島 に は 他 地 域 に 見 ら れ な い 複 雑 な 経 緯 が あ る 。 「 離 島 等 医 療 事 業 の デ イ サ ー
ビ ス と マ ッ サ ー ジ 機 器 利 用 （ リ ハ ビ リ ） 」 と は 。 離 島 等 医 療 ・ 福 祉 推 進 モ デ ル 事 業 」 と 言 わ れ る も の の 一
環 と し て 行 わ れ て い る サ ー ビ ス で あ っ た 。 そ し て こ の こ と は ， 水 俣 病 発 生 地 域 で も あ る 獅 子 島 が 持 つ 特 性
と 関 係 し て い る 。
環 境 省 は 平 成 1 8 ( 2 0 0 6 ) 年 度 か ら 「 水 俣 病 発 生 地 域 の 環 境 福 祉 対 策 の 推 進 に 係 る 事 業 」 を 進 め て お り ，
こ の う ち の 一 つ が 「 離 島 等 医 療 ・ 福 祉 推 進 モ デ ル 事 業 」 で あ る 。 こ の 事 業 は ， 市 町 へ の 委 託 事 業 で あ り ，
全 額 国 費 に よ り ま か な わ れ る 。 事 業 の 趣 旨 は 「 離 島 等 に 居 住 す る 水 俣 病 被 害 者 及 び 家 族 ， 地 域 住 民 が 安 心
し て 暮 ら し て い け る よ う に ， 当 該 地 域 の 医 療 ・ 福 祉 レ ベ ル を 向 上 さ せ る た め ， 神 経 症 状 の 緩 和 ， 運 動 障 害
等 の 改 善 ・ 維 持 に つ な が る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 等 を モ デ ル 事 業 と し て 実 施 す る も の 」 と さ れ て お り ， 事 業
は 平 成 1 9 ( 2 0 0 7 ) 年 度 に 開 始 さ れ ， 対 象 地 区 は 鹿 児 島 県 長 島 町 獅 子 島 と 熊 本 県 天 草 市 御 所 浦 町 の 2 カ 所 と
さ れ た 。 当 初 ， 事 業 期 間 は お お む ね 3 年 間 と さ れ た が ， 平 成 2 0( 2 0 1 0 ) 年 度 予 算 で は 事 業 が 継 続 さ れ ，さ
ら に 4 カ 所 に 拡 充 す る と さ れ て い た 。
獅 子 島 で の 事 業 は 、 ① 離 島 デ イ サ ー ビ ス ， ② 健 康 機 器 を 利 用 し た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ， ③ 介 護 予 防 研 修
会 か ら な る 。 こ の う ち ， ① は 御 所 ノ 浦 地 区 の 高 齢 者 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー に 機 器 を 設 置 し て 行 わ れ て い る
( 設 置 機 器 は メ デ ィ カ ル チ ェ ア ， 全 自 動 血 圧 計 ， 車 椅 子 ボ ー ド ト レ ー ナ ー ， 振 動 刺 激 ト レ ー ニ ン グ 装 置 ，
脳 年 齢 計 な ど ) 。 （ 除 本 ・ 尾 崎 : 1 7 5 )
（ 5 ） 介 護 サ ー ビ ス 利 用 の 懸 念 事 項 と 小 規 模 多 機 能 施 設 の 運 用
話 を 「 介 謹 保 険 サ ー ビ ス 利 用 意 向 調 査 」 に 戻 す と ， こ の ① 離 島 デ イ サ ー ス と ② マ ッ サ ー ジ 機 器 利 用 （ リ
ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ） の 事 業 に ， 調 査 対 象 世 帯 の 1 0 4 世 帯 4 6 . 6 % が 利 用 し て い る と 答 え て い る 。
長 島 町 側 が 施 設 開 所 の 中 で 危 ‘ | 具 し て い た の が ． こ の 国 費 で 無 料 で 提 供 さ れ る 事 業 と の 兼 ね 合 い で あ る 。
こ の モ デ ル 事 業 が 継 続 さ れ る 間 は ， 無 料 で デ イ サ ー ビ ス や リ ハ ビ リ を 利 用 で き る 住 民 が . 1 ¥ l .2 割 の 負
担 の 介 護 保 険 サ ー ビ ス を 利 用 す る だ ろ う か と い う 点 で あ る 。 た だ モ デ ル 事 業 と し て 実 施 さ れ て い る 限 り ，
い ず れ こ れ ら の 医 療 サ ー ビ ス を 提 供 で き な く な る 可 能 性 も あ る わ け で あ り ， （ 少 な く と も こ の 事 業 は 国 の
事 業 で 町 は そ れ を 委 託 さ れ て い る と い う こ と な の で ) ， そ れ を 一 部 は 介 護 保 険 に 切 り 替 え る 必 要 が 出 て く
る と 認 識 し て い た の だ ろ う ◎
町 は ， こ う し た 「 離 島 等 医 療 ・ 福 祉 推 進 事 業 」 を 介 護 予 防 事 業 と 位 置 づ け ， 実 際 に 介 護 が 必 要 に な っ た
場 合 は ， 小 規 模 多 機 能 施 設 を 利 用 し て い た だ く と い う 方 針 の よ う で あ っ た 。 し か し ， 小 規 模 多 機 能 施 設 に
よ る 介 護 保 険 事 業 は ， 当 初 か ら 十 分 な 利 用 者 を 確 保 で き て い な か っ た 。 こ の 小 規 模 多 機 能 事 業 は ， 島 内 の
雇 用 を 高 め る と い う 意 味 も 持 っ て お り ， 実 際 に 9 名 の 雇 用 を 確 保 し て い る 。 島 民 に よ る 島 民 の た め の 事 業
と し て は 理 想 的 と も 言 え る が ， 筆 者 も メ ン バ ー で あ っ た 運 営 協 議 会 で の 委 員 の 発 言 か ら ， ま だ 施 設 が 十 分
地 域 住 民 と な じ み の 関 係 を 確 立 し て い な い 様 子 が う か が わ れ た 。
利 用 者 は ． 開 所 当 時 2 名 で あ り ， そ う し た 少 人 数 が し ば ら く 続 い た 。 小 規 模 多 機 能 施 設 の 運 営 推 進 会 議
で は ， 委 員 か ら 介 護 保 険 サ ー ビ ス と し て で は な く ， 医 療 サ ー ビ ス と し て 実 施 で き な い の か 等 の 質 問 も 出 て
い た 。 介 護 保 険 と し て の 小 規 模 多 機 能 施 設 の 意 味 が 十 分 理 解 さ れ て い る と は 言 え な い 状 態 に あ っ た 。
も ち ろ ん 施 設 の 社 会 化 ， 地 域 交 流 の 場 と し て の 意 味 を 持 つ よ う に な れ ば ， 住 民 の 施 設 に 対 す る 見 方 は 変
わ っ て い き ， こ れ ま で 潜 在 化 し て い た 需 要 の 掘 り 起 こ し に も つ な が る 可 能 性 も あ り ， 事 実 ， 利 用 者 も 徐 々
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に 増 え て き て い た 。 し か し ， 平 成 3 0 ( 2 0 1 8 ) 年 3 月 ， つ い に 小 規 模 多 機 能 介 護 居 宅 事 業 所 す い せ ん は ， 廃
止 に 追 い 込 ま れ た 。
（ 6 ） 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム を ど の よ う に と ら え る か
長 島 町 に お い て ， 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム は ， ど の よ う に 考 え ら れ る だ ろ う か 。 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム と
は ， 「 ニ ー ズ に 応 じ た 住 宅 が 提 供 さ れ る こ と を 基 本 と し た 上 で ， 生 活 上 の 安 全 ． 安 心 ． 健 康 を 確 保 す る た
め に 医 療 や 介 護 の み な ら ず ， 福 祉 サ ー ビ ス も 含 め た 様 々 な 生 活 サ ー ビ ス が 日 常 生 活 の 場 （ 日 常 生 活 圏 域 ）
で 適 切 に 提 供 で き る よ う な 地 域 で の 体 制 」 と さ れ て い る 。 こ の 日 常 生 活 圏 域 は お お む ね 3 0 分 で い き き で き
る よ う な 地 域 的 ひ ろ が り と し て 考 え ら れ て い る 。 （ 平 成 2 5 年 3 月 地 域 包 括 ケ ア 研 究 会 報 告 書 よ り ）
人 口 1 0 , 4 3 1 人 （ 平 成 2 7 年 度 推 定 値 ） の 長 島 町 は ，日 常 生 活 圏 域 を 1 つ と し て い る 。 し か し 長 島 町 本 島 だ
け な ら ， こ の 考 え 方 で も い い か も し れ な い が ， 獅 子 島 の よ う な 有 人 の 島 の こ と を 考 え る と き ， ど う だ ろ う
か 。 少 な く と も N P O 側 は 1 つ の 日 常 生 活 圏 域 と い う 考 え に は 疑 問 を 持 っ て い た 。 フ ェ リ ー で 島 に 渡 る に
は 2 0 分 （ 諸 浦 ～ 片 側 間 ） で は あ る が ， 実 際 上 ， 獅 子 島 の 真 ん 中 あ た り か ら ， 役 場 あ た り に 行 こ う と 思 え ば ，
5 0 分 は か か る し ， フ ェ リ ー は 常 時 乗 れ る わ け で は な い 。 実 際 に 小 規 模 多 機 能 の 運 営 推 進 会 議 に 役 所 か ら 来
た 職 員 に は 半 日 が か り の 仕 事 だ っ た ろ う 。 少 な く と も ， 地 域 包 括 ケ ア を 島 内 で あ る 程 度 完 結 す る こ と ， そ
の た め の 中 核 に 小 規 模 多 機 能 が あ る と 考 え る 必 要 が あ っ た 。 確 か に , N P O 法 人 「 ふ う し や 」 は ， 獅 子 島
の 小 規 模 多 機 能 施 設 の 運 営 以 外 に も ， 獅 子 デ イ サ ー ビ ス の 運 用 や ふ れ あ い サ ロ ン の 委 託 事 業 も 受 け て お
り ， 獅 子 島 の 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム 構 築 の 中 心 セ ン タ ー で あ っ た と い っ て い い 。
（ 7 ） 小 規 模 多 機 能 施 設 へ の 提 案 メ モ
運 営 推 進 会 議 の メ ン バ ー と し て 活 動 す る 中 で ， 筆 者 は 小 規 模 多 機 能 施 設 の 在 り 方 に つ い て ， こ の 段 階 で
8 項 目 に わ た る 提 案 書 を 作 成 し , N P O 側 に 提 出 し た 。（ 平 成 2 7 年 ） 若 干 記 述 を 略 し た も の を 示 す 。
1 ） 小 規 模 多 機 能 施 設 の 広 報 啓 発
① 定 期 的 に 小 規 模 多 機 能 便 り を 発 行 し ， 島 民 に 配 布 す る 。 「 職 員 の 中 に 広 報 担 当 者 や 企 画 等 を 考 え て も ら う 」
② イ ン タ ー ネ ッ ト を 使 っ た 広 報 啓 発
2 ） 地 域 住 民 の 交 流 の 場 と し て
① 施 設 を 利 用 し て ， バ ザ ー 等 を 開 催 す る 。
② 施 設 内 で ミ ニ デ イ サ ー ビ ス を 展 開 す る 。 一 ふ れ あ い サ ロ ン と の 棲 み 分 け
③ 地 域 の お 年 寄 り を 招 い た 食 事 会
④ 各 種 イ ベ ン ト の 開 催
－ こ れ ま で の デ イ や サ ロ ン で は 満 た さ れ な い ニ ー ズ を 中 心 に プ ロ グ ラ ム を 考 え て い く 。
3 ） 福 祉 活 動 や 介 護 等 に つ い て の 啓 発 ・ 相 談
① 定 期 的 講 演 会 や 研 修 会 へ の 開 催 （ 島 民 ）
定 期 的 に 福 祉 の 啓 発 を 行 う 研 修 会 を 企 画 実 施 。 － 例 え ば 介 護 の 仕 方 等 に つ い て
② 介 護 等 に つ い て の 相 談 体 制 （ 大 学 や 専 門 職 能 団 体 か ら の 講 師 派 遣 協 力 ）
4 ） 住 民 の 支 え 合 い 活 動 の 促 進
小 地 域 活 動 ふ れ あ い サ ロ ン ， 在 宅 福 祉 ア ド バ イ ザ ー 事 業 な ど 。
－ 島 内 で 孤 立 し て い る 高 齢 者 等 も 発 掘 施 設 利 用 を 含 め た 在 宅 支 援 を 行 う 。
5 ） 専 門 職 の 研 修
① 小 規 模 多 機 能 施 設 で 活 朧 を し て い る 施 設 関 係 者 の 研 修
② 他 の 小 規 模 多 機 能 施 設 で の 職 員 研 修
6 ） 地 域 ネ ッ ト ワ ー ク 会 議 や 町 づ く り 協 議 会 等 と の 連 携
医 療 ． 保 健 ， 社 協 民 協 等 と 支 え 合 い ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 ， 民 間 N P O 等 一 運 営 推 進 会 議 と の 関 係
7 ） 島 内 地 域 推 進 計 画 の 策 定
島 内 の 地 域 福 祉 推 進 計 画 を 1 年 か け て 策 定 一 運 営 推 進 会 議 と の 関 係
8 ） 地 域 の 拠 点 と し て ， 小 規 模 多 機 能 の 本 筋 を 行 く
高 齢 者 支 援 に 特 化 せ ず ， 地 域 ニ ー ズ に 合 わ せ て ， 子 育 て 支 援 ， 障 害 者 支 援 そ の 他 の 生 活 支 援 に 取 り 組 む 。 こ れ
こ そ が 富 山 型 デ イ サ ー ビ ス の 伝 統 を 引 く 小 規 模 多 機 能 の 本 来 の 在 り 方 と 言 え る 。
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3 ． 住 民 を 対 象 に し た 地 域 福 祉 調 査 一 地 域 包 括 ケ ア の あ り 方 を 求 め て
（ 1 ） 調 査 の 概 要
こ う し た 中 で ． 長 島 町 獅 子 島 を 中 心 と し た 地 域 包 括 ケ ア の あ り 方 を 検 討 す る た め ． 2 0 歳 以 上 の 獅 子 島 島
民 を 対 ･ 象 に し た ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た 。 こ の 調 査 は ． 平 成 2 9 年 度 鹿 児 島 国 際 大 学 大 学 院 福 祉 社 会 学 研
究 科 清 水 基 金 プ ロ ジ ェ ク ト ． お よ び 福 祉 社 会 学 部 社 会 調 査 実 習 の 一 環 と し て 行 っ た も の で あ る 。 調 査 時 期
は 平 成 2 9 ( 2 0 1 7 ) 年 6 月 の 1 ヶ 月 間 で あ り ． 調 査 方 法 は 世 帯 別 に 自 治 公 民 館 長 に よ る 配 票 調 査 で あ る 。 有
効 回 答 数 は 2 1 6 名 で あ る 。 こ こ で は そ の 結 果 の う ち ． 医 療 ・ 福 祉 に つ い て の 調 査 結 果 を 見 て み る 。 な お 集
計 分 析 に は S P S S 日 本 語 版 バ ー ジ ョ ン 1 9 な ら び に 2 4 を 使 用 し た 。
（ 2 ） お お ま か な 属 性
1 ） 性 別
全 体 と し て 「 男 性 」 は 5 3 . 8 ％ ．「 女 性 」 は 4 6 . 2 ％ で 「 男 性 」 の ほ う が や や 多 い 。 平 成 2 2 年 の デ ー タ で は あ
る が ． 獅 子 島 の 2 0 歳 以 上 の 男 性 は 4 9 . 9 ％ 、 女 性 は 5 0 1 ％ と な っ て お り ． そ の 意 味 で こ の デ ー タ で は 男 性 が
や や 多 く な っ て い る が 大 き な 差 で は な い 。 今 回 は 世 帯 調 査 の 形 を と っ て い る た め に ， 世 帯 主 と し て 男 性
が 選 ば れ る 可 能 性 が 高 く 、 こ の よ う な 結 果 に な っ た と 予 想 さ れ る
2 ） 年 齢 構 成
度 数 は 1 9 5 , 最 年 少 2 8 歳 ， 最 高 齢 9 2 歳 平 均 年 齢 は 6 3 . 9 歳 で あ る 。
ヒ ス ト グ ラ ム
4 0 ー
平 均 麓 ＝ 6 3 8 9
種 華 彊 憂 画 1 2 9 5 7
優 數 ＝ 旧 5
上
3 0 ＝
? ?
2 0 戸
1 ケ
F －
2 0 4 0
6 0
年 齢
8 0 1 0 0
図 5 年 齢 ヒ ス ト グ ラ ム
3 ） 家 族 構 成 一 若 者 層 の 一 人 暮 ら し は ゼ ロ ｡ 7 5 歳 以 上 の 一 人 暮 ら し は 4 割 を 超 え る
年 齢 層 で み る と ． 「 一 人 暮 ら し 」 の 若 年 層 は ゼ ロ で あ る 。 若 年 層 の 多 く が 夫 婦 と 子 の 世 帯 で あ り ． 3
世 代 世 帯 も 若 干 あ る 。 一 人 暮 ら し の 若 者 が 生 活 す る 基 盤 が な い と も 言 え る の だ ろ う 。 一 人 暮 ら し の 多 く を
占 め る の は 高 齢 者 層 で あ り ． 特 に 後 期 高 齢 者 は 4 1 0 ％ と な っ て い る 。
4 ） 職 業 構 成 （ 地 区 別 と の ク ロ ス 集 計 ）
合 計 を み る と 最 も 多 い の が 漁 業 で あ り 4 3 . 5 ％ で あ る 。 つ い で 農 業 が 2 1 7 ％ 無 職 1 7 . 9 ％ と な っ て い る 。 漁
業 が 主 産 業 で あ る こ と は ． 先 の 表 l か ら も 明 か で あ る が ． 調 査 か ら も そ れ が 裏 付 け ら れ る 。 た だ し 地 区 に
よ っ て は や や 配 分 が 異 な っ て い る 。
獅 子 島 は ， 大 き く 片 側 地 区 ． 御 所 ノ 浦 地 区 ． 湯 ノ ロ 地 区 弊 串 地 区 に 分 け る こ と が で き る が ． 片 側 地 区
は 農 業 が 5 4 9 ％ で あ り ． 漁 業 は 1 1 . 8 ％ に 過 ぎ な い 。 弊 串 地 区 は 漁 業 が 6 0 0 ％ で あ る 。 湯 ノ ロ 地 区 は 漁 業
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7 6 . 2 ％ で あ る 。 ま た 御 所 ノ 浦 は ． 漁 業 は 3 8 . 3 ％ で あ り ． 無 職 が 3 3 . 3 ％ と な っ て い る 。 つ ま り片 側 は 農 業
中 心 、 弊 串 と 湯 ノ ロ は 漁 業 中 心 ， 御 所 ノ 浦 も 漁 業 中 心 と 言 え る が 無 職 も 多 く ． 高 齢 者 が 多 い こ と が 示 唆
さ れ る 。 確 か に 調 査 で も 高 齢 者 の 比 率 が 御 所 ノ 浦 は 6 2 . 5 ％ と 最 も 高 く な っ て い る 。 そ し て ． 小 規 模 多 機
能 施 設 も ． こ の 御 所 ノ 浦 地 区 に 建 て ら れ た 。
御 所
湯 ノ i l
片 側
辰 蔦 芳 祠
唖
弊 串
図 6 各 地 区 の 位 置
表 3 地 区 と 職 業 の ク ロ ス 表
地 区
湯 ノ ロ
片 側 ｜ 御 所 ノ 浦 幣 串 合 計
職 業 腱 業
? ?
2 8
5 4 . 9 ％
1 4
2 3 . 3 ％
2
2 . 7 ％
4 5
2 1 . 7 %
1
4 . 8 ％
林 業
? ?
0
0 . 0 ％
0
0 0 ％
0
0 . 0 ％
0
0 0 ％
0
0 0 ％
畜 産 業
? ?
0
0 . 0 ％
0
0 . 0 ％
0
0 . 0 ％
0
0 . 0 ％
0
0 . 0 ％
漁 業
? ?
2 3
3 8 3 ％
1 6
7 6 . 2 ％
4 5
6 ( ) . ( ) ％
9 0
4 3 . 5 ％
6
1 1 . 8 %
自 営 業
? ?
1
1 . 7 %
3
1 . 0 %
6
2 9 ％
2
3 . 9 ％
0
0 . 0 ％
事 務 職
? ?
0
0 . 0 ％
0
0 . 0 ％
0
0 0 ％
0
0 . 0 ％
0
0 . 0 ％
販 売 ・ 労 務 職 度 数
％
0
0 . 0 ％
1
1 . 3 %
3
1 . 4 %
1
2 0 %
1
1 . 7 %
導 門 職
? ?
3
5 . 9 ％
1
4 . 8 ％
5
6 . 7 ％
（ ）
0 ( ) ％
9
4 3 ％
聯 業 主 婦
? ?
5
9 . 8 ％
2
3 . 3 ％
0
0 . 0 ％
4
5 . 3 ％
1 1
5 3 ％
パ ー ト ・ 内 職
? ?
3
5 9 ％
2
3 . 3 ％
1
4 8 ％
4
5 3 ％
1 0
1 . 8 %
離 職 （ 学 生 を 含 む ）
? ?
5
9 8 ％
2 0
3 3 . 3 ％
2
9 . 5 ％
1 0
1 3 . 3 %
3 7
1 7 9 ％
そ の 他
? ?
3
5 . 0 ％
5
6 . 7 ％
4
7 8 ％
0
0 0 ％
1 2
5 . 8 ％
合 計
? ?
7 5
1 0 0 . 0 %
5 1
1 0 0 . 0 ％
6 0
1 0 0 . 0 %
2 1
1 0 0 . 0 %
2 0 7
1 0 0 0 ％
（ 3 ） 医 療 機 関 の 利 用 と 医 療 体 制 へ の 不 安
1 ） 医 療 機 関 へ の 通 院 者 は 7 6 . 7 ％
年 齢 別 に 見 る と ， 中 年 層 の 頃 か ら 「 通 院 し て い る 」 人 が 7 6 . 1 % と 多 く な っ て お り 前 期 高 齢 者 は 8 6 . 5 % 、
後 期 高 齢 者 は 8 0 . 6 ％ と な っ て い る 。 た だ し 後 期 高 齢 者 の 場 合 は ．「 往 診 の み 」 が 1 9 . 4 % で あ り ．「 通 院 し て
い な い 」 は ゼ ロ で あ る 。 つ ま り ． 後 期 高 齢 者 は 何 ら か の 診 療 を 受 け て い る の で あ る 。 こ れ ま で の い く つ か
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の 調 査 で も 通 院 し て い る か を 聞 い て い る が ， 他 と 比 較 し て も 医 療 機 関 に か か っ て い る 比 率 が と て も 高 い こ
と が 獅 子 島 の 特 徴 と い え る と 思 う 。 鹿 児 島 市 伊 敷 団 地 の 高 齢 者 調 査 ( 2 0 1 6 ) で 通 院 し て い る は 7 6 . 7 % ,「 通
院 し て い な い 」 2 3 . 3 ％ で あ っ た 。「 往 診 の み 」 は 聞 い て い な い 。 こ の 値 と 比 較 し て も 高 い も の で あ る 。 概
し て 過 疎 地 域 ほ ど ， 通 院 率 が 高 い 傾 向 が あ る と こ ろ も あ り ， そ の 中 で も 獅 子 島 の 医 療 機 関 に か か っ て い る
比 率 は 高 い と 言 え ， 常 設 さ れ て い な い だ け に ． 機 会 が あ れ ば 受 診 す る と い う こ と が 文 化 的 土 壌 と し て あ る
の か も し れ な い 。
表 4 年 齢 と 医 療 機 関 へ の 通 院 の ク ロ ス 表
2 ） 通 院 し て い る 医 療 機 関 一 水 俣 市 の 利 用 が 多 く ， 獅 子 島 （ 島 内 診 療 所 ） 以 外 の 長 島 町 は 少 な い
利 用 す る 医 療 機 関 の 違 い は 地 域 に よ っ て 異 な っ て お り ， 片 側 地 区 は 「 島 内 診 療 所 」 が 6 4 7 ％ で 最 も 多 く ，
つ い で 「 水 俣 市 」 が 3 5 . 3 ％ で あ る 。「 そ の 他 」 2 0 . 6 ％ ，「 長 島 町 内 」 は l l . 8 % で あ る 。 御 所 ノ 浦 地 区 は ，「 島
内 診 療 所 ｣ 4 7 . 3 ％ で あ る が ,「 天 草 市 」 も 4 7 . 3 ％ と 同 じ 利 用 で あ る 。 つ い で ｢ 水 俣 市 」 1 2 . 7 % ,「 そ の 他 ｣ 7 . 3 % ,
｢ 長 島 町 内 」 は 7 . 3 ％ で あ っ た 。 湯 ノ ロ 地 区 で は ，「 水 俣 市 」 が 8 6 7 ％ と 多 く ， 「 島 内 診 療 所 」 が そ れ に つ ぐ
が l 3 . 3 % で あ る 。 他 の 利 用 は 少 な い 。 弊 串 地 区 も 「 水 俣 市 」 が 7 5 . 4 % ,「 島 内 診 療 所 ｣ 3 1 . 1 % ,「 そ の 他 ｣ 8 . 2 % ,
｢ 長 島 町 内 」 は 6 8 ％ で あ る 。 そ の 他 の 地 域 と し て は 鹿 児 島 市 ， 阿 久 根 市 ，出 水 市 ， さ つ ま 町 ， 霧 島 町 な と ．
で あ る 。 つ ま り ， 島 民 で 利 用 し て い る 医 療 機 関 は か な り な ら つ き が あ る と い う こ と で あ る 。
表 5 地 区 と 通 院 し て い る 医 療 機 関 の ク ロ ス 表
3 ） 医 療 体 制 へ の 不 安 － 8 割 以 上 は 不 安 を 訴 え る
島 内 に 週 2 回 の 診 療 所 し か な い こ と が 影 響 し て い る の だ と 思 わ れ る が ， 島 内 の 医 療 体 制 に つ い て ， 住 民
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通 院 し て い る 通 院 し て い な い 往 診 の み
合 計
年 齢
若 年 層 （ 2 0 ～ 3 9 歳 ）
中 年 層 （ 4 0 ～ 6 4 歳 ）
前 期 高 齢 者 （ 6 5 ～ 7 4 歳 ）
後 期 高 齢 者 （ 7 5 歳 以 上 ）
度 数
％
度 数
％
度 数
％
度 数
％
4
3 0 . 8 ％
6 7
7 6 . 1 %
4 5
8 6 . 5 ％
2 9
8 0 . 6 ％
9
6 9 . 2 ％
1 8
2 0 . 5 ％
4
7 . 7 ％
0
. 0 ％
0
､ 0 ％
3
％
3
5 . 8 ％
7
1 9 . 4 %
1 3
1 0 0 . 0 %
8 8
1 0 0 . 0 %
5 2
1 0 0 . 0 %
3 6
1 0 0 . 0 %
合 計
度 数
％
1 4 5
7 6 . 7 ％
3 1
1 6 . 4 %
? ?
1 8 9
1 0 0 . 0 %
利 用 す る 診 療 機 関 の 場 所
島 内 診 療 所
獅 子 島 以 外 の
長 島 町 内
水 俣 市 天 草 市
そ の 他 合 計
地
一
片 側
御 所 ノ 浦
湯 ノ ロ
幣 串
合 計
度 数
％
度 数
％
度 数
％
庇 数
％
度 数
％
2 2
6 4 . 7 ％
2 6
4 7 . 3 ％
2
1 3 . 3 %
1 9
3 1 . 1 %
6 9
4 1 . 8 %
4
1 1 . 8 %
4
％
1
6 . 7 ％
4
％
? ?
1 2
3 5 . 3 ％
1
2 . 9 ％
7
1 2 . 7 %
2 6
4 7 . 3 ％
1 3
8 6 . 7 ％
0
0 . 0 ％
4 6
7 5 . 4 ％
0
％
7 8
I
2 7
4 7 . 3 9 61 6 . 4 %
7
2 0 . 6 ％
4
7 . 3 ％
1
％
5
％
1 7
1 0 ． 3 %
3 4
1 0 0 . 0 ％
5 5
1 0 0 . 0 %
1 5
1 0 0 . 0 %
6 1
1 0 0 . 0 %
1 6 5
1 0 0 . 0 %
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は か な り 不 安 を 持 っ て い る 。 「 と て も 不 安 で あ る 」 3 8 . 6 ％ ，「 や や 不 安 で あ る 」 4 3 . 1 % ,「 あ ま り 不 安 は な い 」
1 7 . 3 % ,「 全 く 不 安 は な い 」 2 . 8 % と ， 答 え た 人 の 8 割 以 上 が 不 安 を 訴 え て い る 。
4 ） 不 安 の 理 由 一 緊 急 時 の 医 療 体 制
不 安 の 理 由 を 聞 い た と こ ろ 。 「 船 が 欠 航 し た 場 合 」 な ど ， 交 通 機 関 へ の 不 安 ， そ し て 「 い つ も 医 師 が 常
駐 し て お ら ず ， 週 2 回 し か 診 療 所 が 開 か れ な い こ と 」 な ど 通 常 の 医 療 体 制 へ の 不 安 ， こ れ ら の こ と か ら ，
｢ 子 ど も が 熱 を 出 し た り ， け が を し た と き ， 救 急 車 で 病 院 に 行 け な い 」 な ど ． 緊 急 時 の 医 療 体 制 に つ い て
の 不 安 が 大 き い こ と が 分 か っ た 。
（ 4 ） 福 祉 サ ー ビ ス に つ い て
現 在 ， 獅 子 島 の 福 祉 サ ー ビ ス と し て は ， 島 外 か ら の 在 宅 ケ ア サ ー ビ ス （ 訪 問 介 護 や 訪 問 看 護 ） が 提 供 さ
れ て い る こ と と ， 環 境 省 を 管 轄 と す る 「 離 島 等 医 療 ・ 福 祉 推 進 事 業 」 と し て の 獅 子 デ イ サ ー ビ ス や リ ハ ビ
リ が あ る 。
こ こ で は 既 存 の 福 祉 サ ー ビ ス に つ い て た ず ね て み た が ， 利 用 希 望 と し て は ， 「 訪 問 介 護 や 訪 問 看 護 」 が
最 も ニ ー ズ が 高 く ， つ い で 「 デ イ サ ー ビ ス （ レ ク リ エ ー シ ョ ン や リ ハ ビ リ ) 」 で あ る 。 他 の サ ー ビ ス は む
し ろ ， 「 わ か ら な い 」 と 答 え た 者 が 多 い 。 小 規 模 多 機 能 施 設 に つ い て も 4 5 . 6 ％ は 「 わ か ら な い 」 と 答 え て
い る 。
表 6 利 用 意 向 と 在 宅 サ ー ビ ス
（ 5 ） 住 民 の 助 け あ い 活 動 と 生 活 上 の 要 望
都 市 部 と の 違 い を 感 じ さ せ る の が ， 隣 近 所 と の 助 け あ い 活 動 で あ る 。 こ こ で は 8 つ の 助 け あ い 活 動 を
｢ な い 」 「 た ま に あ る 」 「 よ く あ る 」 と 聞 い て い る が ， 「 野 菜 や 魚 な ど の 食 材 を あ げ る ｣ ， 「 ち ょ っ と し た 話 し
合 い 手 に な る ｣ ， 「 い ろ い ろ な 情 報 を 教 え る 」 の 3 つ は 地 方 都 市 で も あ る 程 度 行 っ て い る 比 率 は あ る が ， 獅
子 島 の よ う に 「 日 用 品 の 買 い 物 を す る 」 「 通 院 や 買 い 物 に 連 れ て 行 く 」 に 5 割 以 上 の 人 が ， 「 あ る ， た ま に
あ る 」 と 答 え ， 「 家 の 補 修 を す る 」 「 一 時 的 に お 金 を 借 り た い ， 立 て 替 え た り す る 」 が 3 割 以 上 に 「 よ く あ
る ， た ま に あ る 」 と 答 え て い る ケ ー ス は 稀 で あ る 。 「 掃 除 や 洗 濯 を す る 」 も 2 割 半 く ら い は 「 あ る 」 と 答
え て い る 。 こ れ を 鹿 児 島 市 の 大 明 丘 の 調 査 結 果 ( 2 0 1 8 )と 比 較 す る と そ の 違 い が よ く わ か る だ ろ う 。
－ 8 7 －
現 在 利 用 し て い
る
度 数
％
利 用 し て み た い
と 思 う
度 数
％
利 用 し な い と 恩
、
つ
度 数
％
わ か ら な い
度 数
％
l . 自 宅 を ホ ー ム ヘ ル パ ー や 看 護 師 等 が 訪
問 し て 自 宅 で 支 援 を 行 う
6 ％ 4 0 5 1 . 3 ％
2 ％
3 0 3 8 . 5 ％
2 ． 日 中 ， 施 設 に 行 き ， 入 浴 や レ ク リ エ ー
シ ョ ン や リ ハ ビ リ を 行 う
4
％
2 8 4 1 . 8 %
1 0
1 4 . 9 % 2 5 3 7 . 3 ％
3 ． 短 期 間 宿 泊 し て 施 設 で 支 援 を 受 け る
4 ％ 2 3 3 5 . 4 ％
1 2
1 8 . 5 % 2 6 4 0 . 0 ％
4 ． 自 宅 を 拠 点 と し て ， 上 記 の 3 つ の サ ー
ビ ス を 混 合 的 に 受 け る 小 規 模 多 機 能 施 設
4 ％ 2 4 3 5 3 ％
9
1 3 . 2 % 3 1 4 5 . 6 ％
5 ． 有 料 老 人 ホ ー ム ， 安 否 確 認 や 生 活 相 談
な ど も 行 う 施 設
1 1 . 6 % 1 9 3 0 . 2 ％
6 ％ 3 7 5 8 . 7 ％
6 ． 介 護 老 人 福 祉 施 設 な ど の 老 人 ホ ー ム へ
の 入 所
2
3 . 1 %
2 2 3 4 . 4 ％
6 ％
3 4 5 3 . 1 %
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表 7 住 民 の 助 け あ い 活 動 （ 獅 子 島 ）
表 8 住 民 の 助 け あ い 活 動 （ 鹿 児 島 市 大 明 丘 ）
※ 大 明 丘 調 在 は 鹿 児 島 国 際 大 学 福 祉 社 会 学 部 社 会 調 在 実 習 と し て 行 っ た も の で あ る 。 平 成 3 0 年 7 月 に 実
施 。 郵 送 法 で 行 い . 3 1 5 名 中 1 4 6 名 か ら 回 収 し た 。
－ 8 8 －
獅 子 島 2 0 1 7
な い
た ま に あ る よ く あ る
野 菜 や 魚 な ど の 食 材 を あ げ る 度 数
行 の N %
1 6
9 . 3 ％
1 0 7
6 2 . 2 ％
4 9
2 8 . 5 ％
掃 除 や 洗 認 を す る 度 数
行 の N %
9 0
7 5 . 6 ％
2 1
1 7 . 6 %
8
％
家 の 補 修 を す る 度 数
行 の N %
8 2
6 7 . 8 ％
3 3
2 7 . 3 ％
6
5 . 0 ％
日 用 品 の 買 い 物 を す る 度 数
行 の N %
4 5
3 5 . 7 ％
6 5
5 1 . 6 %
1 6
1 2 . 7 %
ち ょ っ と し た 話 し 相 手 に な る 度 数
行 の N %
1 4
％
9 1
6 3 . 2 ％
3 9
2 7 . 1 %
通 院 や 買 い 物 に つ れ て い く 度 数
行 の N %
5 1
4 0 . 2 ％
6 2
4 8 . 8 ％
1 4
1 1 . 0 %
一 時 的 に お 金 を 貸 し た り ， 立 て 替 度 数
え た り す る 行 の N %
8 5
6 7 . 5 ％
4 1
3 2 . 5 ％
0
0 . 0 ％
い ろ い ろ 情 報 を 教 え る 度 数
行 の N %
3 7
2 8 . 7 ％
7 5
5 8 . 1 %
1 7
1 3 . 2 %
鹿 児 島 市 大 明 丘 2 0 1 8
な い
た ま に あ る よ く あ る
野 菜 や 魚 な ど の 食 材 を あ げ る 度 数
行 の N %
4 9
4 1 . 5 %
5 6
4 7 . 5 ％
1 3
1 1 . 0 %
掃 除 や 洗 瀧 を す る 度 数
行 の N %
9 2
9 3 . 9 ％
5
5 . 1 %
1
1 . 0 ％
家 の 補 修 を す る 度 数
行 の N %
9 4
9 6 . 9 ％
3
3 . 1 %
0
％
日 用 品 の 買 い 物 を す る 度 数
行 の N %
9 1
9 0 . 1 %
1 O
％
0
％
ち ょ っ と し た 話 し 相 手 に な る 度 数
行 の N %
4 8
4 2 . 1 ％
5 2
4 5 . 6 ％
1 4
1 2 . 3 %
通 院 や 買 い 物 に 連 れ て 行 く 度 数
行 の N %
9 3
9 3 . 9 ％
5
5 . 1 ％
1
1 . 0 %
一 時 的 に お 金 を 貸 し た り 建 て 替 え 度 数
た り す る 行 の N %
9 4
9 5 . 9 ％
3
3 . 1 ％
1
1 . 0 %
い ろ い ろ な 情 報 を 教 え る 度 数
行 の N %
5 5
5 1 . 4 %
4 7
4 3 . 9 ％
5
4 . 7 ％
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表 9 や っ て ほ し い こ と の 比 較
? ? ?
表 9 は ， ボ ラ ン テ ィ ア 等 に や っ て ほ し い こ と ， お 手 伝 い し て ほ し い こ と を 聞 い た 結 果 で あ る が ， 獅 子 島
と 大 明 丘 に 共 通 に 高 い も の と し て は ， 「 家 電 の 配 線 ｣ ， 「 大 掃 除 ｣ ， 「 家 の 補 修 」 な ど あ る が ， 「 ゴ ミ 出 し 」 「 病
院 か ら の 薬 の 受 け 取 り な ど の 連 絡 調 整 」 「 台 風 時 の 戸 締 ま り 」 「 外 出 支 援 」 な ど は 獅 子 島 に 多 い 要 望 で あ る 。
（ 6 ） 高 齢 者 の 活 動 か ら み た 特 徴
1 ） 老 人 ク ラ ブ （ 老 人 会 ） 活 動
獅 子 島 の 老 人 会 は ， 7 0 歳 以 上 の 高 齢 者 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 活 動 内 容 と し て は ， グ ラ ン ド ゴ ル フ や
年 2 回 の 旅 行 ， ま た 講 演 の 草 む し り や 公 衆 便 所 の 管 理 を 集 落 自 治 会 か ら 委 託 さ れ て い た り す る 。 （ 老 人 会
会 長 へ の 面 接 か ら の 情 報 ）
こ こ で は 7 0 歳 以 上 の 方 を 対 象 に 参 加 の 程 度 を 地 区 別 に 集 計 し て み た 。 全 体 で は 「 ほ と ん ど 参 加 し て い る 」
は 3 4 . 0 ％ ，「 あ る 程 度 参 加 し て い る 」 2 5 . 5 ％ ，「 参 加 し て い な い 」 4 0 . 4 ％ と な る 。
地 区 別 に み る と ， 「 ほ と ん ど 参 加 し て い る 」 で は 片 側 が 6 6 . 7 ％ と 最 も 高 く ， 御 所 ノ 浦 2 3 . 5 ％ ， 湯 ノ ロ 0 . 0 ％ ，
弊 串 1 6 . 7 % と な り ， 片 側 を 除 く と 参 加 率 が 低 い 。 特 に 湯 ノ ロ は 「 参 加 し て い な い 」1 0 0 . 0 % , 御 所 ノ 浦
5 2 . 9 ％ ， 弊 串 5 0 . 0 % で あ る 。
確 か に 面 接 の 中 で も ， 片 側 地 区 は ， グ ラ ン ド ゴ ル フ の お り に 食 事 会 を す る な ど 活 動 が 活 発 と の こ と で
あ っ た 。
－ 8 9 －
や っ て ほ し い こ と
獅 子 島 2 0 1 7
や っ て ほ し い こ と
大 明 丘 2 0 1 8
1 . ご 近 所 の 方 の ゴ ミ 出 し の 手 伝 い
2 5 . 0 ％
9 . 1 %
2 ． 電 球 の 取 り 替 え
1 5 . 6 ％
2 0 . 0 ％
3 ． ご 近 所 の 方 と の 会 話
1 8 . 8 %
1 2 . 7 %
4 ． ご 近 所 の 買 い 物 支 援 （ 車 の 相 乗 り や 代 理 賊 入 等 ）
1 1 . 3 %
9 . 1 %
5 ． 植 木 の 散 水 や 剪 定 や 草 取 り
1 7 . 5 ％
3 4 . 5 ％
6 ． 布 団 干 し
1 3 . 8 %
5 . 5 ％
7 ． 郵 便 物 の 投 函
5 . 0 ％
1 . 8 ％
8 ． 病 院 か ら の 薬 の 受 け 取 り な ど 連 絡 調 整
2 5 . 0 ％
％
9 ． 散 歩 の 手 伝 い
％
1 . 8 %
1 0 . 廃 品 の 回 収
2 2 . 5 ％
2 3 . 6 ％
1 1 . 台 風 時 の 戸 締 ま り
3 8 . 8 ％
1 6 . 4 %
1 2 . 外 出 時 の 支 援
1 5 . 0 %
1 . 8 ％
1 3 ． ペ ッ ト の 世 話 （ 散 歩 な ど ）
1 . 3 ％
％
1 4 . ち ょ っ と し た 家 電 の 修 理 や 配 線 の 点 検
2 1 . 3 %
3 6 . 4 ％
1 5
大 掃 除
2 1 . 3 %
2 3 . 6 ％
ち ょ っ と し た 家 の 補 修
3 5 . 0 ％
4 1 . 8 ％
ち ょ っ と し た 水 道 の 補 修 （ パ ッ キ ン の 取 I ) 替 え な ど ）
1 8 . 8 %
4 1 . 8 ％
1 8
ふ れ あ い サ ロ ン （ お 達 者 ク ラ ブ ） の お 手 伝 い
1 . 3 ％
1 . 8 %
1 9
小 規 模 多 機 能 施 設 で の ボ ラ ン テ ィ ア
％
2 0
そ の 他 お 手 伝 い で き る こ と
％
％
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表 1 0 地 区 と 老 人 ク ラ ブ 活 動 へ の 参 加 の ク ロ ス 表
2 ） ふ れ あ い サ ロ ン 活 動 へ の 参 加
「 ふ れ あ い サ ロ ン 」 の 活 動 へ の 参 加 を 地 区 別 に み る と ， や は り こ こ で も 片 側 が 「 ほ と ん ど 参 加 し て い る 」
2 3 5 ％ で も っ と も 多 い 。 御 所 ノ 浦 8 . 2 ％ 、 湯 ノ 「 I は 0 ％ ， 弊 串 4 5 ％ と な っ て お り ，「 参 加 し て い な い 」 は 弊
串 8 1 . 8 % ・ 御 所 ノ 浦 7 5 . 0 % と な っ て い る 。
表 1 1 地 区 と ふ れ あ い サ ロ ン 活 動 へ の 参 加 の ク ロ ス 表
4 ． 小 規 模 多 機 能 施 設 の 閉 鎖 と こ れ か ら の 獅 子 島 の 地 域 福 祉
（ 1 ） 島 内 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 危 機
獅 子 島 の 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 構 築 を 考 え る 上 で は ， 中 核 的 な 存 在 と 思 わ れ た 小 規 模 多 機 能 施 設 が 平
成 3 0 年 3 月 で 閉 鎖 し た 。 施 設 経 営 に 見 合 う だ け の 利 用 者 の 確 保 が で き な か っ た こ と が 原 因 で あ る が ， 利 用
者 そ の も の は 増 加 し つ つ あ っ た 。
開 設 2 年 目 で の 利 用 者 は 8 名 （ そ の ほ か 障 害 者 1 名 ） で あ っ た が ， 平 成 2 9 ( 2 0 1 7 ) 年 1 2 月 で は 介 護 保 険
登 録 者 1 2 名 （ そ の ほ か 障 害 者 1 名 ）ま で の び て き て い た 。 当 初 通 い と 泊 ま り の み の 実 施 で あ っ た が 訪 問 も
4 1 回 に 及 ん で い た 。 （ 運 営 推 進 会 議 資 料 ）
サ ー ビ ス そ の も の は の び て き て い た 。 島 民 に 小 規 模 多 機 能 が 浸 透 す る 中 で ， 閉 鎖 を 余 儀 な く さ れ た 感 じ
で あ る 。
－ 9 0 －
老 人 ク ラ ブ 活 動 へ の 参 加 （ 7 0 歳 以 上 ）
ほ と ん と 参 加 し
て い る
あ る 程 度 参 加 し
て い る
参 加 し て い な い
? ? ー
?
?
地
一 一
片 側 度 数
％
御 所 ノ 浦 度 数
％
湯 ノ ロ 度 数
％
幣 串 度 数
％
1 0
6 6 . 7 ％
4
2 3 . 5 ％
0
0 . 0 ％
2
1 6 . 7 ％
4
2 6 . 7 ％
4
2 3 . 5 ％
0
0 . 0 ％
4
3 3 . 3 ％
1
6 . 7 ％
9
5 2 . 9 ％
3
1 0 0 . 0 %
6
5 0 . 0 ％
1 5
1 0 0 . 0 %
1 7
1 0 0 . 0 %
3
1 0 0 . 0 %
1 2
1 0 0 . 0 %
合 計 度 数
％
1 6
3 4 . 0 ％
1 2
2 5 . 5 ％
1 9
4 0 . 4 ％
4 7
1 0 0 . 0 %
ふ れ あ い サ ロ ン へ の 参 加 （ 6 5 歳 以 上 集 計 ）
ほ と ん ど 参 加 し
て い る
あ る 程 度 参 加 し
て い る
参 加 し て い な い
?
? ? 。 ? ? ?
?
?
地 区
片 側 度 数
％
御 所 ノ 浦 度 数
％
湯 ノ ロ 度 数
％
幣 串 度 数
％
4
2 3 . 5 ％
2
7 . 7 ％
0
％
1
％
7
4 1 . 2 %
4
1 5 . 4 %
3
6 0 . 0 ％
3
1 3 . 6 %
6
3 5 . 3 ％
2 0
7 6 . 9 ％
2
4 0 . 0 ％
1 8
8 1 . 8 %
1 7
1 0 0 . 0 %
2 6
1 0 0 . 0 %
5
1 0 0 . 0 %
2 2
1 0 0 . 0 %
合 計 度 数
％
7
1 0 . 0 %
1 7
2 4 . 3 ％
4 6
6 5 . 7 ％
7 0
1 0 0 . 0 %
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そ の 後 施 設 運 営 は ス ト ッ プ し た ま ま で あ る 。 な が し ま 議 会 便 り を み る と 9 月 定 例 会 の 記 載 に 次 の よ う な
文 章 が 見 ら れ る 。 池 田 議 員 の 「 離 島 唯 一 の 福 祉 施 設 と し て 獅 子 島 島 民 が 長 年 要 望 し ， 開 設 し た 施 設 が 3 年
足 ら ず で 閉 鎖 し た 。 町 と し て の 今 後 の 取 組 は ｡ 」 と の 質 問 に ， 町 長 は ， 「 現 在 ， 破 産 管 財 人 に よ る 破 産 手 続
中 の た め ， そ の 動 向 を 見 な が ら 施 設 の 再 利 用 等 支 援 し ， 介 護 保 険 事 業 所 に そ の 施 設 を 継 続 し て も ら う 方 向
で 再 利 用 等 支 援 す る 」 と 答 え て い る 。
獅 子 島 の 地 域 包 括 ケ ア の 在 り 方 や 地 域 福 祉 推 進 の 方 向 性 を 考 え る 上 で ， 小 規 模 多 機 能 施 設 を 失 っ た 痛 手
は 大 き な も の で あ る 。 し か も N P O ふ う し や は ， 獅 子 デ イ や ふ れ あ い サ ロ ン も 委 託 事 業 を 展 開 し て い た 。
そ れ ら も 現 在 ス ト ッ プ し て い る と す れ ば ， 現 在 ， 獅 子 島 内 で 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム を 展 開 す る 基 盤 は ほ ぼ
失 わ れ た と い っ て も い い だ ろ う 。
（ 2 ） 小 規 模 多 機 能 施 設 経 営 の 難 し さ
一 般 的 に い っ て ， 小 規 模 多 機 能 施 設 は 経 営 が 難 し い サ ー ビ ス の よ う に 見 え る 。 小 規 模 多 機 能 施 設 は ， 利
用 す る 人 が 可 能 な 限 り 地 域 で の 自 立 し た 日 常 生 活 を 送 る こ と が で き る よ う ， 自 己 の 選 択 に 応 じ て 「 通 い 」
と 「 泊 ま り 」 と 「 訪 問 」 を 組 み あ わ せ た 施 設 で あ り ， 利 用 の 頻 度 も 求 め に 応 じ て 柔 軟 に サ ー ビ ス 提 供 が で
き る 仕 組 み を も ち ， 在 宅 ケ ア の コ ン ビ ニ の よ う に 利 用 者 側 に は 大 変 便 利 な 仕 組 み と 言 え る 。 特 養 入 所 待 ち
が 何 年 も 続 い て い る 現 在 ， そ の 間 を カ バ ー す る 仕 組 み と し て も 重 宝 か も し れ な い 。 ま た 運 営 推 進 会 議 は 地
域 住 民 を 交 え て 運 営 に つ い て 話 し 合 う ， 地 域 密 着 な 組 織 で あ る 。
他 方 で 経 営 者 サ イ ド か ら み る と ， 安 定 的 な 経 営 を す る こ と が 難 し い 事 業 と も 言 え る 。 「 泊 ま り 」 は 便 利
で あ る が ， 一 人 で も 利 用 者 が い れ ば 職 員 配 置 が 必 要 に な る し ， 基 本 的 に 泊 ま り の 日 数 の 制 限 も な い 。 連 泊
は 小 規 模 多 機 能 の 理 念 に 反 す る か ら ， 本 人 や 家 族 に 理 解 し て も ら う よ う に と 言 わ れ る が ， 切 羽 詰 ま っ た 利
用 者 ニ ー ズ に 答 え な け れ ば な ら な い と い う こ と も あ る だ ろ う 。
地 域 福 祉 推 進 の 視 点 か ら み て も ， あ る 意 味 で 中 心 的 な 役 割 を 担 う べ き で あ る が ， 十 分 に 小 規 模 多 機 能 の
特 性 が 住 民 に 理 解 さ れ て い な い と い う 側 面 が あ る 。 例 え ば ， 包 括 （ 報 酬 ） 料 金 の 仕 組 み が 十 分 理 解 さ れ て
い な い の で ， あ る 時 は 値 段 が 高 い と 言 わ れ た り す る こ と も あ る 。 小 規 模 多 機 能 サ ー ビ ス が 入 る こ と で ， 地
域 の 福 祉 力 が 低 下 す る 側 面 も あ る 。
N P O 法 人 は 財 政 基 盤 も 脆 弱 で あ り ，い つ ま で も 赤 字 の 事 業 を 続 け ら れ な い と い う 経 営 的 側 面 も あ る 。
事 業 者 ， 行 政 ， 住 民 が 一 体 と な っ て 解 決 を め ざ す べ き 事 業 と い う 認 識 が 必 要 だ ろ う 。
（ 3 ） こ れ か ら の 獅 子 島 の 地 域 福 祉 推 進
現 状 の 中 で 獅 子 島 の 地 域 福 祉 を ど の よ う に 進 め れ ば よ い の だ ろ う か 。 参 考 に な り そ う な 事 例 と し て ， 南
大 隅 町 の 辺 塚 地 区 で の 在 宅 ケ ア サ ー ビ ス 事 業 が あ げ ら れ る 。 南 大 隅 町 で は ， 平 成 3 0 年 か ら の 地 域 福 祉 計 画
策 定 を 受 け て 社 協 が 中 心 に な り ， 地 区 社 協 づ く り を 行 い ， そ の 中 で ， 辺 塚 地 区 社 協 の 取 り 組 み と し て ， ミ
ニ デ イ サ ー ビ ス 「 し ら な み 」 と ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョ ン 「 し ら な み 」 を 元 小 学 校 に 設 立 し て ， 活 動 を 展 開 し
て い る 。 地 区 社 会 福 祉 協 議 会 に つ い て ， 南 大 隅 町 社 協 は ， 以 下 の よ う に 説 明 し て い る 。
「 地 域 が 抱 え て い る 様 々 な 福 祉 課 題 を み ん な で 話 し 合 い ， 協 力 し て 解 決 を 図 る こ と を 目 的 と し ， そ の 活
動 を 通 し て ， 個 人 が 尊 厳 を も っ て 地 域 や 家 庭 の 中 で そ の 人 ら し い 生 活 を 送 れ る よ う に 支 え ， 支 え ら れ る
｢ ふ く し の ま ち づ く り 」 を 推 進 す る 地 域 組 織 」 で あ る と 。 （ 南 大 隅 町 社 会 福 祉 協 議 会 資 料 よ り ）
獅 子 島 に 振 り 替 え て 考 え る と ， 獅 子 デ イ サ ー ビ ス を ミ ニ デ イ サ ー ビ ス と し て と ら え な が ら ， ふ れ あ い サ
ロ ン を 住 民 参 加 型 で 復 活 さ せ る こ と が 考 え ら れ る 。 ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョ ン を 小 規 模 多 機 能 施 設 の 中 に 開 所
す る な ど の 方 法 も 考 え ら れ る だ ろ う 。 泊 ま り 機 能 は 当 面 難 し い か も し れ な い 。
ふ れ あ い サ ロ ン は ， 住 民 参 加 型 に 展 開 し て い く 必 要 も あ ろ う ｡ N P O が 行 っ た ふ れ あ い サ ロ ン 事 業 は ，
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職 員 が 配 置 さ れ た が ， そ れ 故 に ， 住 民 の 自 主 的 活 動 と い う よ り は 住 民 を お 客 様 に し て し ま っ た と こ ろ も
あ っ た か も し れ な い 。 た だ ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョ ン に つ い て は ． ど こ か の 事 業 所 が 担 わ な け れ ば な ら な い で
あ ろ う 。 ま た 社 会 福 祉 協 議 会 の 役 割 も 期 待 し た い と こ ろ で あ る 。 社 会 福 祉 協 議 会 は ， 社 会 福 祉 法 に も 明 記
さ れ て い る よ う に ， 地 域 福 祉 を 推 進 す る 団 体 で あ る 。
南 大 隅 町 の 場 合 は ， 行 政 の 地 域 福 祉 計 画 策 定 を 受 け る 形 で ， 南 大 隅 町 社 会 福 祉 協 議 会 が ア ク シ ョ ン プ ラ
ン と し て ， 校 区 社 協 づ く り を 進 め ， そ の 中 で ， 辺 塚 の 2 つ の サ ー ビ ス が で き た 。
地 域 包 括 ケ ア セ ン タ ー を 含 む 行 政 と 社 会 福 祉 法 人 で あ る 社 協 そ し て 住 民 の 主 体 的 参 加 そ の 中 で ， 獅
子 島 の 地 域 福 祉 推 進 を 考 え て 行 か ね ば な ら な い 。 そ の た め に 行 政 は 「 地 域 福 祉 計 画 ｣ ， 社 協 は 「 地 域 福 祉
活 動 計 画 」 の 作 成 に の り だ し て ほ し い 。
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